








筑波大学での 10年を超える在職期間において、大学院の基礎講義でエネルギー工学特論の講義を担当して
いた。それはエネルギー変換、輸送、貯蔵、そして利用に関する中核的な技術について、特に基礎的な原理に
重点をおいた内容であった。この講義において、燃料電池をエネルギー変換における最も期待される技術の１
つとして位置付け、時間を割いて講義をすると同時に試験問題にも燃料電池の問題を必ず含めていた。
1979 年に筑波大学からNEDOに移ってからは、新エネルギーを担当する立場にあった関係上、当然のこと
ながら燃料電池の研究開発プロジェクトに関するマネージメントに従事することとなった。この時は未だ第１
世代と云われたリン酸形（PAFC）および第２世代の溶融炭酸塩形（MCFC）が主流であったが、特に PAFC は
現在の PEFC と同等の開発フェーズにあり、実証運転実験が進められていた。しかも現在の PEFC と全く同様に、
商用化を速やかに実現するためには、もう１度基礎研究や要素技術開発に立ち戻る必要があるという主張が議
論の潮流になっていた。他方NEDOに就任してすぐロンドンのグローブシンポジウムに出席したとき、その主
流の議題の１つが固体高分子形燃料電池とそれを利用した燃料電池自動車（FCV）であったことに強い印象を
受けたことを、はっきり記憶している。
1995 年に NEDO から FCDIC に移ってから 10 年、日本における話題は急速に PEFC によって占められる
ようになり、その開発が強力に進められた結果、FCDIC の会員は急速に増加するようになってきた。そして、
FCDIC の事務局は、克ってのように講演会や研究会で人集めに電話戦術を使わざるを得ない状況からは開放さ
れつつあった。そして FCDIC の活動内容も、徐々により充実したものへと成長した。
PEFC については、政府の強力な研究支援もあって、近い将来技術的なブレークスルーは達成され、実用に域
に達するものと信じているが、技術面での目標達成と市場における勝利とは必ずしも一致しないのが新しい技
術開発の難しい側面である。例えば月ロケットの開発のようなプロジェクトにおいては、技術の延長上に実用
化の目標があるため、技術の開発での成功が実用化の成就に直接結びついているが、燃料電池のような場合には、
商用化を実現するためには、市場において受け入れられることが必要条件であり、そこに基本的な難しさが存
在すると思う。分散型電源にしろ自動車の動力源にしろ、社会的な目的を達成するための競争相手は多数存在し、
燃料電池の技術が進歩するのと同時にそれらライバル技術も又進化しているのである。
燃料電池は本来水素エネルギーパスとの結びつきによって大きな意義を持つが、水素エネルギーパスの実現
は、特にインフラ問題を考えるとそんなに容易な事業ではなく、又現在当面する環境問題を早急に解決するた
めの手段とはなり得ないかも知れない。又燃料電池の中には、携帯端末用のマイクロ燃料電池や高温型燃料電
池のように、水素エネルギーパスと直接の関わりを持たなくてもそれ自身の価値を発揮できるような種類の製
品も存在する。このような条件を考慮すると、燃料電池を商用化するためには、市場に受け入れられるような
利便性を商品に与えることが重要と考えられる。勿論水素エネルギー社会の構築は、恐らく将来における必須
の社会的選択であり、その時代の到来に備えて、水素や燃料電池技術の開発研究は極めて重要な課題であるこ
とは云うまでもない。将来に備えて技術開発を強力に推し進めることは、現世代に生きる人間としての当然の
責務ではなかろうか。

Takuya　Homma
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